




 

 我々は咋年まで電子顕微鏡を用いて生検筋の筋膜表面構造を、主としてフリ

ーズ・エッチング法により観察してきた。最近、筋ジストロフィー患者の赤血

球の形態学的及び生化学的異常が種々の方向から研究され、筋ジストロフィー

症の成因として膜異常が注目されてきている。このため、我々も今年度は赤血

球膜の表面構造をフリーズ・フラクチュア法で観察してみた。これまで赤血球

の形態学的異常を走査型電子顕微鏡で観察した報告では、赤血球の処理方法に

より echinocyte の出現率に相違がみられているため、今回は赤血球を採血後、

無処理、無固定で観察してみた。 


